平成30年度がんばる先生支援事業〔選定番号141〕活用
「がんばる先生支援」事業活動報告
大阪市立中学校教育研究会特別支援教育部
研究コース：グループＢ
研究テーマ：中学校特別支援教育に携わる教員の専門性向上と
特別支援教育全国大会開催に向けた人材の育成
研究の目的：①昨年度の中学校特別支援学級担任の構成は教諭249名中55歳以上が79名（32％）に対し、20代30代の若手講師は169名で内26名が特別支援教育未経験（中教研調べ）である。
②このような状況下で昨年度に引き続いて「インクルーシブ・フレッシュ研修会」を進化充実させ、経験の浅い特別支援学級担任の専門性向上とベテラン教員の経験の継承を推進すると共に、若手教員の人材発掘を図り中教研特別支援教育部や特別支援教育担任者会の役員や事業担当者の引き受け手を育成する。また講師への支援を通して、採用後すぐに中学校特別支援教育の即戦力としての活躍を企図する。
③大阪市での全特連セミナーの開催や近畿の特別支援教育研究大会への参加を通して、先進的な取組を進めてきた本市教育を広く情報発信し、広域的な研究活動に携われる人材を育成する。
④若手教員が相互に支えあえるためのネットワーク形成を支援するとともに、ベテラン教員との交流を通して専門性や意識の向上、メンタルケアにつながる場を提供する。

研究の内容：①年齢や職種に関わらず希望者を対象とした研修会を定期的に開催する。
②外部講師を招いての研修会をはじめ、自主的研修による学習会や相互交流会等を行う。また研修後にベテランと若手が交歓する機会を持つように努める。
③公益財団法人大阪特別支援教育振興会の特別支援教育講座に、研修会として参加し大学教員等の講義を聞くことで、参加者の専門性を向上させる。
④特別支援教育近畿大会（京都府）に参加し、若手教員の研究活動経験の蓄積につなげる。
⑤大阪市で全日本特別支援教育研究連盟夏期セミナーを開催し、全国的な特別支援教育の動向を知るとともに、開催経験を通して今後の大きな研究大会に向けた企画運営の人材を育成する。

研究の目標：①研修会参加者のアンケートで「満足」の回答率を９０％以上にする。
②講座受講や大会やセミナーへの参加レポートを８本以上得る。
③全特連夏期セミナーを開催し、２日間の参加者を延べ２００名以上にする。
３５歳以下の特別支援教育企画会役員や事業担当者を前年比増とする。

研究の成果：①特別支援教育担当教員に複数の機会で広く呼びかけることで、８４名の研修会参加登録者が集まった。
②１１回の研修会と、近畿大会参加、全特連夏期セミナーに延べ１８９名が参加した。
③延べ参加者の内、講師の参加が昨年より増加し、経験年数３年以下の参加は全体の4分の1超の参加者を得た。講師や経験の浅い教師への参加を引き続き呼びかけていく。
参加者アンケートの結果「有意義だった」「まあまあ有意義だった」の回答が全体の１００％に達した。
全特連夏期セミナーの開催により、２日間で延べ２８９名の参加者を得た。
参加レポートは各参加者より延べ１４本出された。
[bookmark: _GoBack]順次年齢が上がる中、３５歳以下の企画会役員は昨年度３名今年度４名、行事担当者は昨年度１１名今年度１６名だった。来年度も引き続き若返りを図っていく。
研修記録、研修データ、研修レポート等は別に記載する。
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